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研究成果の概要（和文）：オノマトペ研究において、感情・感覚などの心身状態を表す擬態語に特化した研究は
未だ少ない。本研究ではこれらの語彙を語形により分類し、それぞれの意味特徴を観察し、語形と意味の相関に
ついて考察した。擬態語オノマトペは習得面での難易度が高い分野とされているが、医療福祉人材の養成におい
ては使用頻度が高く教育の必要性が注目されており、初級からの導入も検討されている。中国語話者日本語学習
者に実施した質問紙調査により、語形と意味の関係を導入内容に入れた場合の方が理解・定着が促進されること
が実証された。オノマトペの効率的な指導方法として、形態と意味の関与を内容に入れた体系的な指導が有効で
あることを提唱する。

研究成果の概要（英文）：Mimetic words in the Japanese language, which serve to describe, for 
example, one’s mental or physical condition, have several different patterns of formation. Some of 
them are derived verbs or adjective-verbs (e.g., na-adjectives) that combine with verbalizing words,
 such as suru or da, as seen in phrases like iraira-suru ‘irritated’ or pekopeko-da ‘starving’, 
while others are used in their base form to adverbially modify following verbs, as in phrases like 
gussuri-nemuru ‘sleep soundly’. They constitute a group of words with diverse morphological 
characteristics, and there have been few studies of their functional properties. Here, mimetic words
 describing mental and physical conditions were first categorized into three groups by structure, 
namely, those to which suru is added, those to which da, is added, and those without formative 
elements, and the characteristics of each group were investigated.  

研究分野： 日本語教育

キーワード：   介護の現場で用いられるオノマトペ　オノマトペの形態と意味の関与　 促音終止型 撥音終止型 畳語
型　オノマトペの日中対照 　 体感を表すオノ マトぺの教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
研究データが僅少である心身状態を表す擬態語オノマトペの語形と意味の相関について考察を加えた。従来の語
形と意味の関与に関する論考は研究者自身の直感的判断に基づくが、日本語母語話者に言語調査を実施し関係性
を実証した。また、中国人日本語学習者においてオノマトペの習得が困難であることの原因として擬態語に対応
する語彙が存在せず痛覚など心身の状況を細かく表現する習慣がないことによる母語干渉と判断した。初期段階
で指導内容に形態的な意味特徴を導入することによりオノマトペの理解・定着が促進されることを同一レベルの
クラスで実証し、喫緊の課題である医療福祉人材教育において効率的な指導法となりうることを提唱した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 

従来の日本語教育研究において、オノマトペの個別形式に関する研究自体が少なく、特に、

心身の状態を表すオノマトペに特化した習得研究は少ない。「頭がズキッと痛む」「頭がズキン

と痛む」「頭がズキズキ痛む」では促音終止、撥音終止、反復形式などの形態的な相違と痛みの

持続や軽重は相関しているが、従来の記述研究は話者の主観的判断に依存したものが主であり

明確な実証研究が殆ど無い。この分野での言語対照的な研究も管見の限り僅少である。 

「中国語話者のための日本語教育研究会」では分担者杉村泰と感覚表現の習得研究を共同、

「中国語話者における心理表現上の母語干渉について」(吉永,2011)、「心身の状況を表す擬態

語の習得について―中国語話者の作文データをもとに―」(吉永,2017)において、中国の大学で

の習得調査資料を基にオノマトペ習得上の問題点と効率的指導について論じた。また、「看護と

介護の日本語教育研究会」では協力者神村初美と連携しベトナム、インドネシアの医療福祉分

野日本語学習者に向けたオノマトペ教育について研究を推進した。これらの研究を統合し、前

回の科研研究「心身の状態を表すオノマトペの習得研究―医療福祉分野への貢献を視野に入れ

て―（2015-2018、吉永）」では感覚・感情のオノマトペを品詞機能で分類し、品詞認識が習得

に大きく関与することを論証し、母語干渉の関わりも含めて考察を加えた。 

以上の研究成果を踏まえ、心身のオノマトペの形態と意味の関与について実証し、さらに言

語対照的な観点から考察することを発案した。研究成果は医療福祉人材教育を中心とする専門

的日本語教育に応用できる可能性が高く、国際的な人材養成に貢献することができる。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は以下の 3点である。 

１．広汎な使用実態調査を実施し、心身の状態を表すオノマトペの形態と意味の関係性を実証 

する。 

２．研究で得られた知見を応用し、言語対照の観点を踏まえ、効率的指導について考察する。 

  前回科研研究でのオノマトペ日中英対照を発展させ、ベトナム語、インドネシア語、ネパ 

ール語、タイ語と言語対照し、言語データを構築する。 

３．１、２の研究成果を紙媒体、インターネット上で公開し、効率的な教材に応用・開発する。 

研究成果の公開によってオノマトペに特化した言語資料として学術的貢献が期待でき、教材・

教授法への応用は、難易度が高く殆ど研究されて来なかったオノマトペ教育推進が見込まれる。

また、心身の状態を表すオノマトペにおける各言語対照は未だ稀少である。 

国際的な医療福祉人材の養成は喫緊の課題であり、特に心身の状態を表わすオノマトペの理

解は重要とされる。形態と意味・用法の関係性を明らかにして効率的な指導方法について考察し、

教材・教授法の開発に応用する。調査で得られた言語コーパスを公開し、不足している現場のデ



ータ供与に資する。 

 
３．研究の方法 
 

 心身の状態を表すオノマトペについて、辞書や新聞・小説、言語コーパス、教育機関、医療福 

祉現場など広い範囲から使用実態調査を行う。日本語教育機関・医療福祉教育機関の日本語学習

者に習得状況の調査を行い、会話・作文などのデータを収集する。正答率が低いものについて文

法・語彙・言語習慣などの側面から誤用の原因について分析し、効果的な教授法、視聴覚教材な

ど具体的な対応策を考察する。使用実態調査については①②について調査する。 

①日本語話者の心身表現のオノマトペ使用実態調査 

   ・看護辞典、介護ナビ、新聞、小説などの資料（CD-ROM を含む）、言語コーパスによる調査、

及び医療福祉現場（近隣の看護・介護施設の従事者・利用者・介護日誌）や教育機関で使用実態

調査（インタビュー、文法性判断アンケート、穴埋めテストなど）を実施する。 

 ・「ズキッ」「ズキン」「ズキズキ」などの形態と意味・用法の関与の規則性を導き出す。 

②日本語学習者の心身表現のオノマトペ習得状況調査 

   ・国内外の日本語教育機関、医療福祉教育機関の日本語学習者、外国人従事者に習得実態調査

をする。（インタビュー、文法性判断アンケート、穴埋めテスト、翻訳、作文などによるオノマ

トペの習得調査） 

  次に、①②で得られた調査資料から話し言葉・作文中間言語コーパスを作成し公開する。各レ 

 ベルの日本語学習者の中から選定した学生にインタビュー録音し、作文を継続的に収集しデータ 

ベース化する。中国・台湾・インドネシア・ベトナム国内における習得データは貴重である。 

最後に、誤用の多いものの原因を分析し、教育方法の効率化について考察し、教材・教授法の

開発をする。文法・語彙・言語習慣の側面から誤用の原因を分析し、効率的な教授法の発案、自

主学習用教材の開発に結び付ける。 

研究体制は以下の通りである。 

・研究分担者の杉村泰は、主に中国での言語調査を行い、中間言語コーパスの構築・分析、及

び効果的な教育方法の開発において重要な役割分担を担う。また、心理・感情・感覚表現の研

究者としてオノマトペの言語分析に協力する。 

・研究協力者（国内）の西郡仁朗、神村初美、三枝令子、遠藤織枝は医療福祉分野の日本語教

育専門家として、国内外の日本語教育者、医療福祉施設、外国人従事者への言語調査、情報収

集に協力する。廣部久美子は医療通訳者として言語調査、心身のオノマトペの言語対照に於い

て協力する。他の協力者（名古屋大学・大阪大学大学院生）は学習者中間言語データの文字化

作業、およびコーパス作成の補助作業、オノマトペの視聴覚教材作成の補助を行なう。 

・海外の研究協力者は、日本語学習者中間言語データの収集を頻繁な相互連絡によって行い、

ネイティブチェックに協力する。本研究は下図のような研究体制をとる。（敬称略） 



 

   日本国内における研究組織               海外研究協力者組織 
 
 
 
                   電子メールに 
                   よる相互連絡 
 
                    海外調査 
 
                      
                    データ送付 
     
                     
 

                
                    
     

日本国内における研究協力者      
                           
 
 

                        研究発表・成果出版・企業との共同開発 
 

中国語話者のための日本語教育研究会 

 

看護と介護の日本語教育研究会   

                          和泉書院『介護・看護のオノマトペ』 

                          CASIO へデータ供与・アプリ開発 

                           

 

＜海外教育機関で習得調査を実施する日本語学習者＞ 

杭州師範大学、常州工学院、南京農業大学日本語学習者(250 名)、開南大学日本語学習者(50 名)、

インドネシア教育大学日本語学習者(50 名)、ハノイ大学日本語学習者(50 名) 

 

４．研究成果 

 

オノマトペ研究において、感情・感覚などの心身状態を表す擬態語に特化した研究は僅少で

あったが、本研究ではこれらの語彙を語形により分類し、それぞれの意味特徴を観察し、語形

と意味の相関について考察した。擬態語オノマトペは習得面での難易度が高い分野とされてい

るが、医療福祉人材の養成においては使用頻度が高く教育の必要性が注目されており、初級か

らの導入も検討されている。中国語話者日本語学習者に実施した質問紙調査により、語形と意

味の関係を導入内容に入れた場合の方が理解・定着が促進されることが実証され、オノマトペ

の効率的な指導方法として、形態と意味の関与を内容に入れた体系的な指導が有効であること

を提案した。オノマトペの形態によって意味や機能を推し量ることができるようになる事は日

王忻（杭州師範大学日語系主任） 

陳姿青（台湾開南大学日語系） 

王珠恵（台湾医療福祉系大学） 

・医療福祉分野での語彙収集 

Ahmad Dahidi,Nuria Haristiani（インド

ネシア教育大学日本語学科） 

Do Hoang Ngan（ベトナムハノイ大学外国

語学部日本語学科） 

・話し言葉・作文コーパスの収集、言語対

照ネイティブチェック 

吉永尚(研究代表者) 

・研究の統括、日本語教育機関・

医療福祉機関での言語調査と言

語分析、日本語教育への応用開

発 

杉村泰（研究分担者） 

・言語調査、言語資料のコーパ

ス作成・分析、日本語教育への

応用開発 

西郡仁朗（首都大学東京教授）、

神村初美（ハノイ大学教授）、三

枝令子（専修大学教授）、遠藤織

枝（元文教大学教授）、廣部久美

子（大阪大学講師）、近藤照敏

（園田学園女子大学教授）、大

阪大学院生、名古屋大学院生

（資料入力・コーパス作成補

助） 



本語学習において大きな手掛かりとなり、より効率的な指導法に応用できる。 

従来のオノマトペ教育では個々の意味説明が中心の単発的な指導であり、導入数が少なく習

得率も低かったが、本研究の習得調査により、形態と意味の関係性を説明に入れることで習得が

強化され一定の学習効果があることが証明された。学習の効率性を高めるためには、形態と意味

の関与を初期導入から指導することが望ましい。 

研究成果の一部をまとめ、『介護・看護のオノマトペ「もぐもぐ」・「ぜいぜい」は中国語、英 

語、ベトナム語、インドネシア語、ネパール語、タイ語でどう言う？』（和泉書院）として出版 

した。また、CASIO 電算機株式会社学習開発部門に本研究のデータの一部を提供し、自主学習用 

アプリを共同開発中である。対訳語として中国語、英語、ベトナム語、インドネシア語、ネパ

ール語、タイ語をデータ化し、2022 年度中にオノマトペ学習アプリとして公開予定である。 
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